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≪み手のなかで≫

子どもたちをわたしの
ところに来させなさい

　 司祭 ケビン・シーバー

　
病
気
に
苦
し
み
、
死
を
迎
え
る
幼
子
と
関
わ

る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
人
生
の
最
も
つ
ら
い

こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。
危
篤
状
態
の
子
ど
も
の

枕
元
に
座
る
と
き
、
そ
の
葬
儀

の
説
教
を
考
え
る
と
き
、「
果

た
し
て
何
が
言
え
よ
う
か
」
と

い
つ
も
悩
む
。
こ
の
悲
嘆
極
ま

り
な
い
事
実
を
目
の
前
に
し

て
、
言
葉
が
ず
っ
と
出
て
来
な

い
…
。

　
し
か
し
、
痛
々
し
く
は
あ
る

け
れ
ど
、
こ
の
出
会
い
か
ら
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
。
小
児
の
患

者
と
そ
の
両
親
は
、
ま
ず
時
間

に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
る
。
時

間
は
長
さ
で
は
な
く
て
深
さ
で
計
る
も
の
だ

と
。ま
た
、生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ

る
。そ
の
日
そ
の
日
が
贈
り
物
で
あ
り
、見
る
目

さ
え
あ
れ
ば
今
日
も
恵
み
に
満
ち
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
の
だ
と
。
そ
し
て
愛
に
つ
い
て
教
え

て
く
れ
る
。
自
ら
を
犠
牲
に
し
て
も
、
最
後
の

最
後
ま
で
そ
の
子
の
幸
せ
を
祈
り
、
頑
張
る
母

親
、
父
親
を
見
る
と
、
十
字
架
の
愛
が
も
っ
と

し
み
じ
み
と
感
じ
ら
れ
る
気
が
す
る
。こ

の
よ
う
な
愛
は
、自
己
中
心
や
貪
欲
や
つ

ま
ら
な
い
心
配
だ
ら
け
で
あ
る
世
の
中

に
輝
か
し
い
光
と
な
る
。親
の
便
宜
の
た

め
に
胎
内
の
子
ど
も
の
命
が
奪
い
取
ら

れ
る
暗
闇
に
対
し
て
上
げ
ら
れ
る
叫
び

で
あ
る
。

　
し
か
も
私
が
ま
す
ま
す
強
く
思
う
の

は
、こ
の
幼
子
た
ち
は
ま
さ
に
み
手
の
中

に
あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天

国
の
保
証
を
最
も
実
感
す
る
と
き
は
、

「
イ
エ
ス
を
信
じ
て
眠
り
に
つ
い
た
」
子

の
額
に
手
を
置
き
祝
福
を
祈
る
と
き
で
あ
る
。

　
ま
た
会
え
る
日
を
望
み
つ
つ
、
こ
の
可
愛
ら

し
い
子
ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
天

の
父
に
た
だ
た
だ
感
謝
で
あ
る
。

（
聖
路
加
国
際
病
院
聖
ル
カ
礼
拝
堂
副
牧
師
）
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１２（日）聖霊降臨後第６主日
主教巡回　神愛教会

１３（月）財政委員会
１４（火）銀座朝祷会

人権委員会（聖バルナバ）
月島将来計画準備室

１５（水）教役者レクイエム
信仰と生活委員会
芝公園～特別委員会

１６（木）環状Ｇ牧師協議会
人権日の丸・君が代

１７（金）常置委員会
ＩＴ特別委員会　

１９（日）聖霊降臨後第７主日
主教巡回
　聖パトリック教会
外濠Ｇ教会協議会
山手Ｇ教会協議会
多摩Ｇ教会協議会
環状Ｇ教会協議会

２０（月・休） 財政委員会
２２（水）教役者聖餐式
２３（木）山手Ｇ牧師協議会
２４（金）城南Ｇ牧師協議会

◇
７
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
ア
ジ
ア
学
院
の
働
き
の
た
め
▽
海

の
主
日
（
７
月
第
２
主
日
７
・
12
）

▽
聖
公
会
八
王
子
幼
稚
園
の
た
め
▽

女
性
の
家
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
た
め

《
奉
献
先
か
ら
》

　
聖
公
会
八
王
子
幼
稚
園

　
３
年
後
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
る

八
王
子
市
第
１
号
の
老
舗
園
。
少
人

数
横
割
り
で
あ
る
が
全
員
兄
弟
姉
妹

感
覚
の
縦
割
り
も
特
徴
。子
ど
も
・
保

護
者
・
教
会
・
地
域
と
「
つ
な
が
り
あ

う
」を
年
主
題
と
し
て
い
る
。　
専
任

教
諭
４
人
、
非
常
勤
教
職
員
３
人
の

ス
タ
ッ
フ
の
も
と
、い
き
い
き
、の
び

の
び
遊
び
を
中
心
に
園
生
活
を
楽
し

む
48
人
の
子
ど
も
た
ち
。
７
月
の
暗

唱
聖
句
「
主
よ
、
お
話
く
だ
さ
い
。
し

も
べ
は
聞
い
て
お
り
ま
す
」
を
唱
え

る
サ
ム
エ
ル
た
ち
。
神
さ
ま
の
愛
に

包
ま
れ
て
み
な
元
気
。

　
６
月
末
か
ら
園
舎
建
て
替
え
工
事

が
始
ま
っ
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
夢
・

温
・
一
体
」
。
教
職
員
、
教
会
員
一
同

の
夢
が
今
花
開
く
。
12
月
竣
工
。
　

　
　 

　（
園
長
・
司
祭
・
岩
前
　
宏
）

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

７
月
15
日
（
水
）10
時
半

主
教
座
聖
堂

説
教
　
植
田
仁
太
郎
主
教

▽
司
祭

後
藤
粂
吉

▽
司
祭

堀
江
議

作

▽
司
祭

多
川
幾
造

▽
執
事

永

田
保
次
郎

▽
伝
道
師

ミ
ス
・
マ
ン
ダ

▽
司
祭
　
Ｅ
・
Ｈ
・
ア
ー
ノ
ル
ド

◇
夏
季
キ
ャ
ン
プ
（
１
）

　
▽
神
愛
教
会
＝
７
月
18
日
（
土
）

～
20
（
月
）
・
小
山
祈
り
の
家
　
▽

清
瀬
聖
母
教
会
＝
７
月
31
日
（
金
）

～
８
月
２
日
（
日
）
・
箱
根
ス
コ
ー

レ
プ
ラ
ザ

今週・来週 の 予 定

　７月１２日～２５日

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
６
月
25
日
）

＊
秋
季
運
動
会
に
つ
き
青
年
支
援
部

会
・
大
人
企
画
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
企

画
を
開
始
（
６
月
30
日
初
会
合
）
。

＊
宣
教
１
５
０
周
年
記
念
礼
拝
で
の

子
ど
も
た
ち
の
聖
歌
奉
唱
は
２
曲
と

し
、
選
曲
後
、
教
区
内
各
教
会
・
他

教
区
教
区
事
務
所
宛
に
譜
面
送
付
。

＊
信
徒
講
座
の
講
師
数
人
を
選
考
。

＊
聖
書
通
信
学
習
の
企
画
開
始
。

＊
そ
の
他
。

　
　
　

　
▽
聖
公
会
八
王
子
幼
稚
園
園
舎
・

八
王
子
復
活
教
会
牧
師
館
の
建
替
え

　
こ
の
ほ
ど
施
工
業
者
と
契
約
を
終

え
、
新
園
舎
上
棟
へ
向
け
て
工
事
が

始
ま
っ
た
。
12
月
に
新
園
舎
に
移
転

し
て
旧
園
舎
解
体
に
入
る
。
そ
の

間
、
幼
稚
園
は
休
む
こ
と
な
く
運
営

さ
れ
、
牧
師
館
の
み
一
時
、
移
転
と

な
る
。
一
方
、
工
事
費
の
う
ち
５
百

万
円
分
の
一
般
募
金
は
進
行
中
で
、

年
末
ま
で
続
け
ら
れ
る
。
照
会
℡
０

４
２
（
６
４
２
）
３
５
６
４
・
同
幼

稚
園
。［
４
面
に
関
連
記
事
］

　
▽
Ｃ
Ｏ
Ａ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
　
今

年
は
「
よ
ー
い
、
ど
ん
っ
！
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
12
歳
～
18
歳
中
高
生
世

代
が
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら
新

し
い
一
歩
を
…
の
気
持
ち
を
込
め
て

８
月
21
日
（
金
）
～
24
日
（
月
）
、
長

野
・
戸
隠
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
セ
ン

タ
ー
で
。
参
加
費
＝
２
万
３
千
円
、

申
込
締
切
日
＝
７
月
26
日
厳
。
Ｃ
Ｏ

Ａ
代
表
者
＝
新
田
紗
世
、
協
力
＝
宮

﨑
光
司
祭
・
須
賀
義
和
司
祭
、
後
援

＝
信
仰
と
生
活
委
員
会
。
照
会
先
℡

０
４
２
（
４
９
３
）
７
４
７
２
・
清

瀬
聖
母
教
会
宮
﨑
司
祭
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会

　
当
教
会
は
１
８
７
８
年
５
月
「
牛

込
昇
天
教
会
」
と
し
て
誕
生
し
、
昨

年
、
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

激
動
の
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
神
の

ご
加
護
と
数
多
く
の
方
々
の
力
に
支

え
ら
れ
て
今
の
教
会
が
あ
る
こ
と
を

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
心
に

念
じ
て
い
ま
す
。
　

　
当
教
会
は
地
下
鉄
東
西
線
「
神
楽

坂
」
か
ら
徒
歩
１
分
に
あ
り
ま
す
。

最
近
、
神
楽
坂
界
隈
は
テ
レ
ビ
の
食

べ
歩
き
番
組
に
も
紹
介
さ
れ
週
末
に

は
、
教
会
の
前
を
多
数
の
人
た
ち
が

通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
人
た

ち
の
何
人
か
が
、
当
教
会
に
気
づ

き
、
立
ち
寄
っ
て
み
よ
う
と
思
う
よ

う
な
教
会
に
で
き
な
い
も
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
　（
加
藤
忠
郎
）
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
21

沖
縄
週
間
・
沖
縄
の
旅
に
参
加
し
て

　
６
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
、
「
命

ど
ぅ
宝
～
本
当
に
武
力
は
必
要
か
？

～
」
を
テ
ー
マ
に
企
画
さ
れ
た
「
沖

縄
週
間
・
沖
縄
の
旅
」
に
参
加
を
し

て
き
ま
し
た
。
沖
縄
教
区
宣
教
部
と

管
区
正
義
と
平
和
委
員
会
の
共
催
で

し
た
。
聖
公
会
に
転
入
し
て
か
ら
日

の
浅
い
ボ
ク
が
参
加
を
決
め
た
の

は
、
か
つ
て
沖
縄
で
10
年
生
活
し
、

青
年
た
ち
に
向
け
て
沖
縄
の
こ
と
を

発
信
し
て
き
た
初
心
に
返
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
全
国
か
ら
40
人
を
越
え
る
参
加
者

が
集
ま
り
、
初
日
は
那
覇
市
内

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
壺
屋
に
行
き
ま
し

た
。
こ
う
い
う
企
画
は
良
い
で
す

ね
。
沖
縄
は
戦
争
と
基
地
だ
け
の
島

で
は
な
い
で
す
し
、
ま
ず
は
沖
縄
を

好
き
に
な
る
こ
と
か
ら
沖
縄
に
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
か

ら
。
そ
の
後
、
沖
縄
教
区
セ
ン
タ
ー

へ
移
動
し
て
開
会
礼
拝
と
基
調
講

演
。池
住
義
憲
さ
ん
の
基
調
講
演「
イ

ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
の
『
違
憲
判

決
』
に
つ
い
て
～
非
武
装
の
勧
め
」

は
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
２
日
目
は
朝
か
ら
辺
野
古
へ
。
辺

野
古
の
こ
と
に
つ
い
て
知
ら
な
い
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
実
際
に
非
暴

力
で
新
し
い
基
地
が
作
れ
な
い
よ
う

体
を
張
っ
て
日
々
生
活
し
て
い
る
人

た
ち
の
生
の
声
を
聞
く
と
、
本
当
に

身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。
ボ
ク
た
ち

は
実
際
に
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
言
い

訳
を
い
く
ら
で
も
で
き
ま
す
が
、
彼

ら
は
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
か
ら
。
昔
、
沖
縄
の
あ
る
女
性
の

方
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し

た
。「
あ
な
た
た
ち
が
、あ
な
た
た
ち

の
足
元
の
問
題
と
向
き
合
う
こ
と
で

私
た
ち
は
連
帯
で
き
る
」
と
。
ボ
ク

た
ち
は
、と
も
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
か
ら
沖
縄
に
関
わ
ろ
う
と
し
ま

す
。で
も
本
当
は
そ
う
い
う
こ
と
で

は
な
い
こ
と
を
沖
縄
の
太
陽
と
空
と

雲
と
海
を
見
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

  

３
日
目
の
慰
霊
の
日
礼
拝
、
そ
の

後
の
「
平
和
基
本
法
に
つ
い
て
」
の

寺
澤
征
一
氏
の
講
演
、最
終
日
の
南

部
戦
跡
で
の
学
び
と
結
構
ハ
ー
ド
な

毎
日
で
し
た
が
、と
て
も
満
足
の
い

く
旅
で
し
た
。
今
回
、
多
く
の
方
と

出
会
え
た
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
、こ

れ
か
ら
共
に
主
の
平
和
実
現
の
た
め

に
働
い
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

  

武
政
信
宏
（
神
愛
教
会
）


